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いて示されているが、文中にその記述はなく、森の中での象牙の採集や交易についての詳
細を知ることができないのが残念である。 
加えて、本書では、カメルーンの森や川の動植物、食事リスト、労働内容と時間など、
クラシックな生態人類学的データが不足している。本書は歴史生態学を視野に入れ生態人
類学の見地から狩猟採集民、農耕民、商業民間の「分離的共存」についての独自色の強い
研究であることから、従来の生態人類学的データの多くは省いたのかも知れない。森の民
の暮らしの構造を知る上で、基礎的な生態人類学的データは有用であり必要であると思わ
れるが、著者はそれらに頼ることなく、森の中の民族間関係と環境変化の歴史生態学を生
態人類学の立場から描き切っている。 
本書には、7 つのエッセイと１つのコラムが収められており、著者とカメルーンの森の
人びととの関係をより身近に窺い知ることができると同時に、著者の人となりと世界観に
満ちている。アフリカの森の猛者たる人と環境を相手に駆け抜けてきたフィールドワーカ
ーの心性が垣間見えよう。特に熱帯熱マラリア罹患のエッセイは、本書が生死にもがいた
苦心の作であることを伝えている。エッセイの中には、著者が俳句をひねることにも触れ
られている。「コンゴ河肺魚ぬたりと聖夜かな」などの句を詠んでいるが、生活者の眼や
現地語での表現による感性の重要性、安易な翻訳に対する注意点を指摘している。そして、
「ローカルな豊かさをどのように俳句のなかで表現し、共有できるのか」と著者は五・
七・五の世界で問うている。これは民族誌の記述と通ずる重要な問題意識である。本書は
民族誌を記述することの厳密性とおもしろさの伝え方についても追求している。 
本書は、それは遠いカメルーンの森の中の世界を対象にしているが、植民地経験、換金
作物、自然保護など、取り上げている内容は我々の世界とかなり近い。「分離的共存」の
問題もまた、同時代的に重要である。本書にあるように、「ヘイトスピーチ」や「パリ風
刺画問題」が近年世界的に憎悪を引き起こし問題となった。森の民のごとく「分離的共
存」の思考を持つなら、こうした相手をあからさまに否定したり攻撃したりする対立は起
きにくいと著者は考える。分離的共存とは、完全な共存ではなく、相手を蔑みつつも、同
化することなく、境界を維持する共存の形態である。また、共存のより成し遂げにくい社
会環境下でのシステムであるが、バカ・ピグミーとバクウェレの「分離的共存」は平和裏
に発達してきた。著者は、「分離的共存」が決定的な対立に至らない理由について今後の
研究課題に据えている。今日、世界で民族間対立がエスカレートする中、必要以上に相手
を排除しない「分離的共存」はよりよい民族間共生に向けたひとつの手段ではなかろうか。
遠い世界の森に生きる人たちの事例ではあるが、今日に生きる我々は彼らから共存の手法
を学ばねばならないであろう。現実的にそうすることは単純でないであろうが、本書は人
類学が平和や平等のための学問であることを再認識させてくれる。 
 
 
 
